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■4-1 先行事例を踏まえた工事の実施に伴う影響のインパクト・レスポンス・フロー

自然現象（荒天）

大気：SPMの増加

大気：降下ばいじんの増加

建設作業振動の発生

建設作業騒音の発生

生息環境悪化
（鳥類）

個体（鳥類）の
避難・離脱

種数・個体
数の減少

飛翔状況の
変化

餌の減少

【鳥類への影響】

水の濁りの発生
水中光量
の減少

底質変化

プランクトン
の減少

地盤高の
変化

餌の減少

生物埋没

種数・個体数の減少

【底生生物への影響】

【魚類への影響】

種数・個体数の減少

餌の減少

※魚類の個体数の
把握は困難

※底生生物は、河床の
底生動物と海藻が対象

上
位
性

交通振動

交通騒音

作業機械の運転

運搬車両の通行

地形改変

河床の浚渫

工事中の河床の浚渫による地形改変が生物へ及ぼす影響を以下に示す（第1回環境部会）。
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■4-2 先行事例を踏まえた橋梁の存在に伴う影響のインパクト・レスポンス・フロー

下部工（橋脚）の存在

河川流・波浪・潮流変化

堆積・増加

浸食・深掘・減少

底質変化
（粒度）

【地形変化】

橋脚周辺部
生息環境悪化
（面積・底質）

上部工の存在

【水質変化】

海水交換
の変化

幼生加入
経路の変化

栄養塩類
の増加

プランクトンの増加

有機物の増大

底質変化

貧酸素塊の形成

底生生物の
生息環境悪化

底生生物
種数・個体数の減少

魚類
種数・個体数の減少

鳥類
種数・個体数の減少

【生物への影響】
河口干潟

生息環境悪化
（面積・底質）

道路照明

日照阻害 終日日影

夜間照度の変化
昆虫・鳥類の
個体数の減少

鳥類の飛翔
状況の変化

自然現象（荒天）
上
位
性

※橋脚周辺及び
河口干潟への影響

※鳥類の飛翔状況
の変化

下部工による地形変化、上部工による飛翔状況の変化が生物へ及ぼす影響を以下に示す（第1回環境部会） 。
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■4-3 下部工の影響評価まとめ（第15回検討会のおさらい）

前回の第15回検討会では、下部工に関する影響評価の結果、橋脚の存在及び工事の実施による周辺環境への悪影響と判断
される結果を得なかった。また、インパクト・レスポンス・フロー上でも悪影響があるとは判断されない結果となった。

下部工（橋脚）の存在

河川流・波浪・潮流変化

堆積・増加

浸食・深掘・減少

底質変化（粒度）

【地形変化】

橋脚周辺部

生息環境悪化

（面積・底質）

上部工の存在

底生動物
種数・個体数の減少

鳥類
種数・個体数の減少

【生物への影響】

河口干潟

生息環境悪化

（面積・底質）

鳥類の出現状況と

飛翔状況の変化

自然現象（荒天）

※橋脚周辺及び

河口干潟への影響

自然現象（荒天）

水の濁りの発生
水中光量

の減少

底質変化

プランクトン

の減少

地盤高の

変化

餌の減少

生物埋没

種数・個体数の減少

【底生動物への影響】

地形改変

河床の浚渫

上部工の影響に関する検討の範囲

下部工の影響に関する検討の範囲

工事中に濁度の監視を行い、

濁りの拡散は発生していない

計画段階で流況解析を実施し、

最も影響の少ない計画を選択

河口干潟の面積の変

遷は、事業による影

響が確認されなかっ

た。

ハビタット区分の面積の変

遷は、生息環境が維持され

ていることが確認され、事

業による影響は軽微と判断

底生生物のバックアップ状

況は問題が無く、工事前と

比較しても底生動物の減少

は確認されず、影響は軽微

と判断

ハビタット区分の検討（浚

渫の影響評価）を行い、指

標種への影響を定量的に評

価した結果、影響は軽微で

あると判断

浚渫箇所の底生動物の生息

状況を確認し、そのほとん

どが浚渫箇所以外で確認さ

れ、底質の環境も埋め戻さ

れたことから、影響は軽微

であると判断

図中の は事業で検討をしてきたもの
※本事業ではフロー上で取りこぼしの無い影響評価を実施してきた



下部工（橋脚）の存在

河川流・波浪・潮流変化

堆積・増加

浸食・深掘・減少

底質変化（粒度）

【地形変化】

橋脚周辺部

生息環境悪化

（面積・底質）

上部工の存在

底生動物
種数・個体数の減少

鳥類
種数・個体数の減少

【生物への影響】

河口干潟

生息環境悪化

（面積・底質）

鳥類の出現状況と

飛翔状況の変化

自然現象（荒天）

※橋脚周辺及び

河口干潟への影響

図中の は事業で検討をしてきたもの

建設作業振動の発生

建設作業騒音の発生

生息環境悪化

（鳥類）

個体（鳥類）の

避難・離脱

種数・個体

数の減少

飛翔状況の

変化

【鳥類への影響】

作業機械の運転

計画段階で飛翔への影響に配慮し、

橋梁形式を桁橋にした

上部工の影響に関する検討の範囲
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■4-4 上部工の影響評価に関する検討事項の確認

インパクト・レスポンス・フロー全体の中から、本事業にて上部工の影響に関する検討は、以下の内容を行ってきた。

建設作業騒音・振
動によるシギ・チ
ドリ類の行動変化

シギ・チドリ類の
生息状況の確認

シギ・チドリ類の
飛翔状況の確認

夜間走行車両のヘッド
ライトの影響の確認
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■4-5 上部工の存在に関する影響評価①

「上部工の存在」に関する影響評価について、
①シギ・チドリ類の生息状況、 ②シギ・チドリ類の飛翔状況、 ③夜間走行車両のヘッドライトの影響

の３点から行った影響評価をまとめる。

【①シギ・チドリ類の生息状況】（前述）

・調査結果の通り、シギ・チドリ類は工事前と比較して、工事中、工事後も継続的に吉野
川河口に出現していることが確認された。

以上より、シギ・チドリ類は吉野川河口周辺に継続的に出現し続けており、シギ・
チドリ類の生息環境は維持されていることが確認されたことから、上部工の存在が
与える影響は軽微であると判断される。
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■4-6 上部工の存在に関する影響評価②

【②シギ・チドリ類の飛翔状況】（前述）

・検討会初期から予想されていたシギ・チドリ類の飛翔高度の上昇については、上部工の
整備に伴って桁上を飛翔するために飛翔高度がやや上昇したことが確認された。

・飛翔高度はやや上昇したものの橋桁に近いところを飛翔し、さらに桁下の飛翔も確認さ
れたことから、上部工を回避しながら飛翔していることが確認された。

・事業では、鳥類の飛翔に対する環境保全対策として、飛翔阻害を最小にするために桁橋
の形式とした（※計画段階のミティゲーション）。調査の結果、上部工の上と下を飛翔
しつつも、吉野川河口のシギ・チドリ類が減少するといった悪影響の傾向は確認されな
かった。

以上より、シギ・チドリ類は吉野川渡河部を飛翔し続けており、吉野川河口周辺で
シギ・チドリ類の減少も確認されていないことから、上部工の存在が与える影響は
軽微であると判断される。
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■4-7 上部工の存在に関する影響評価③

【③夜間走行車両のヘッドライトの影響】（第15回検討会）

・工事前に予想されていたマリンピア沖洲人工海浜への自動車走行時のヘッドライトにつ
いては、橋梁が開通した後に実施した夜間調査の結果、当地に光が届かず、シギ・チド
リ類のねぐらに対して影響が生じていないことを確認した。

以上より、上部工の存在によって生じる夜間走行車両のヘッドライトによる影響は
確認されなかった。
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■4-8 工事の実施に伴う影響評価

「工事の実施」に関する影響評価について、
：シギ・チドリ類のねぐら周辺での建設作業騒音・振動による影響の影響評価をまとめる。

【シギ・チドリ類のねぐら周辺での建設作業騒音・振動による影響】（第7回環境部会）

・環境モニタリング調査でシギ・チドリ類のねぐら付近における建設作業に伴う騒音・振
動調査を行い、併せて鳥類の行動変化を目視観察やビデオ撮影で確認することで、影響
を監視した。

・建設作業時の騒音・振動は、消音機と防音シートを用いて環境保全対策に努めており、
杭打ち施工時のみ観測値が高い状況であった。また、ねぐら周辺の場所では、環境基準
を超過することはなく、ビデオ撮影でも杭打ちに伴って鳥類の行動が変化する様子が確
認されなかった。

以上より、シギ・チドリ類のねぐら周辺への工事の実施による影響は一時的かつ軽
微であると判断される。
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■4-9 上部工の影響評価まとめ

上部工に関する影響評価の結果、上部工の存在及び工事の実施による周辺環境への悪影響と判断される結果を得なかった。
また、インパクト・レスポンス・フロー上でも悪影響があるとは判断されない結果となった。

下部工（橋脚）の存在

河川流・波浪・潮流変化

堆積・増加

浸食・深掘・減少

底質変化（粒度）

【地形変化】

橋脚周辺部

生息環境悪化

（面積・底質）

上部工の存在

底生動物
種数・個体数の減少

鳥類
種数・個体数の減少

【生物への影響】

河口干潟

生息環境悪化

（面積・底質）

鳥類の出現状況と

飛翔状況の変化

自然現象（荒天）

※橋脚周辺及び

河口干潟への影響

上部工の影響に関する検討の範囲

図中の は事業で検討をしてきたもの

建設作業振動の発生

建設作業騒音の発生

生息環境悪化

（鳥類）

個体（鳥類）の

避難・離脱

種数・個体

数の減少

飛翔状況の

変化

【鳥類への影響】

作業機械の運転

計画段階で飛翔への影響に配慮し、

橋梁形式を桁橋にした

建設作業騒音・振動によっ

てシギ・チドリ類の行動に

変化は無く、影響は軽微で

あると判断

シギ・チドリ類は吉野川河口に継

続的に出現し続けており、飛翔高

度を大きく上げずに上部工を回避

しながら飛翔していることから、

影響は軽微であると判断

夜間走行車両のヘッドライ

トの光はシギ・チドリ類の

ねぐらに届いておらず、影

響が確認されなかった。

※本事業ではフロー上で取りこぼしの無い影響評価を実施してきた


